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開発成果

耐火物（セラミックファイバー）製品使用時の劣化収縮抑制材の開発
～特殊コーティング材により、セラミックファイバー製品の加熱劣化収縮を画期的に抑制～
●…名古屋工業大学…教授　橋本　忍　　●…株式会社INUI　大野大輔　　●…クロダイト工業株式会社　磯村仁志
●…あいち産業科学技術総合センター　福原　徹

成果概要

セラミックファイバー製品は、鋳鉄やアルミニウム用溶解炉や陶磁器焼成炉の内壁な
どの高温環境下で使用するため、加熱したときに劣化収縮が発生する。この時のセラ
ミックファイバー製品の加熱収縮率は 3％以下となるような規格が定められているが、
更なる収縮抑制の技術が求められていた。本開発品は、セラミックファイバー製品の
表面にコーティング材を施すことにより、加熱劣化収縮を抑制する技術である。この
コーティング材は、無機バインダー、フィラー（セラミック粉末）を水に分散して作製
している。また、コーティング材を施したセラミックファイバー製品の劣化収縮メカニ
ズムを解明し、学会発表・論文投稿した。

特  長

仕  様

開 発 技 術

●セラミックファイバー製品の種類（RCF、生体溶
解性ファイバー）やユーザーでの使用状況に適合
したコーティング材を開発した。
●高固形分、低粘性のコーティング材を塗布するこ
とにより、コーティング厚さが薄く、緻密な層と
なっている。
●加熱時の収縮率を非常に小さく（2％以内）抑える
ことができるため、セラミックファイバー製品の耐
久性（寿命）50％以上向上できた。

耐熱温度1260℃のRCFボード（1260℃、24hの
加熱後の収縮率が3％以下）に、コーティング材を
施した鋳造用溶解炉取鍋の蓋の場合
●性能……加熱収縮率1.5%
（加熱条件……1500℃、24h）
●外寸、重量……W：530×H：460×D：60mm、約1.7kg

コーティング材に配合するフィラーの種類、粒径、
配合量をセラミックファイバー製品の使用状況に応
じて開発した。このコーティング材は、フィラーの
配合量を多くしても、粘性が低いため、薄くて緻密
なコーティング層を得ることができる。

●…お問い合わせ先：

●…特 許 の 有 無：

株式会社INUI　製造部　大野大輔
e-mail…: inui-coating.com　電話番号：0569-35-2955　FAX：0569-35-0559
特許第6311135号

●コーティング厚さ……0.1～0.3mm
●その他……使用状況に応じて、所望の性能、寸法等に対応可能

開発したコーティング材による収縮率の結果

コーティング材を施した鋳造用溶解炉取鍋の蓋

鋳造用溶解炉取鍋の蓋の現場試験結果
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●角柱、板状、円筒の指標を組み合わせて設計した混合材料の実製品の碍子（H340mm、直径105mm、厚み
15mm以上）を鋳込み成形で作製し、焼成した結果、設計寸法誤差2%以内を達成した。

●成形型を修正なしで作製できたことで、開発リードタイム50%以上の短縮を確認した。（開発リードタイム1.5ヶ
月、成形型修正コスト50万円削減できた）

本事業により、セラミックスの収縮、変形に関する基礎データの蓄積が行われ、生産現場で利用可能な設計指標
が構築される。これを地場産業の発展に繋げるためには、愛陶工の碍子を扱う工業品部会において勉強会を開催
して、設計指標の導入を促す。同時に、共有できる範囲で設計指標の利用法、利用例、材料特性値のさらなる蓄
積を行い、設計指標を改良しながら、地場産業内の連携を深めることで、より強力な体制を構築できる。

成果概要

焼成の段階で生じるセラミックス特有の変形は予測困難であるため、技術者の経験
や勘に頼ったトライ＆エラーにより、多大な時間とコストを費やしている。そこで、技
術者の経験や勘による予測を設計指標として数値化・データベース化し、その設計指
標を用いて焼成後の形状を定量的に予測することで、トライ&エラーを最小限に抑え
た素早い製品開発の実現をする。具体的成果として、単純形状の設計指標を組み合
わせて設計した実製品の碍子を鋳込み成形で作成し、焼成した結果、設計寸法誤差
2%以内を達成した。

実証試験の結果

今後の展開

●…お問い合わせ先：

●…特 許 の 有 無：

あいち産業科学技術総合センター　産業技術センター　瀬戸窯業試験場　セラミックス技術室　内田貴光…
e-mail…:takamitsu_uchida@pref.aichi.lg.jp　電話番号：0561-21-2116　FAX：0561-21-2128
無

混合材料における設計指標の構築
～碍子の設計指標による開発リードタイムの短縮～
●…名古屋工業大学…教授　橋本　忍　　●…合資会社マルワイ矢野製陶所　矢野　仁　　●…ヤマキ電器株式会社　小野田茂
●…あいち産業科学技術総合センター　内田貴光

碍子（製品） 設計指標を構築するための試験片
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